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１．橋梁概要 
牛深ハイヤ大橋は，第３種漁港である牛深漁港に架かる臨港道路の橋梁である．本線部と呼ばれる箇所

に７径間連続鋼床版曲線箱桁＋単純PC箱桁＋単純PC中空床版形式が架けられ，本線部P3橋脚で接続す

るループ部の７径間連続RC床版非合成曲線箱桁が架けられている．それぞれ，１９９７年（Ｈ９）と 

１９９９年（Ｈ１１）に完成した． 

 

本線部の橋梁側面・平面および上部工断面図を図１－２に示す． 

【橋梁概要】 

架橋位置：熊本県天草市牛深町（牛深漁港） 

建設時期：１９９１年（Ｈ３）から１９９９年（Ｈ１１） 

適用基準：道路橋示方書（Ｈ２） 

橋梁基本諸元： 

構造区分：本線部とループ部 

橋格：１等橋（ＴＬ－２０） 

本線部橋梁概要： 

橋長（ｍ）：Ｌ＝１２２９．０ｍ（海上部 ８８３．０ｍ，取付部３４６．０ｍ） 

上部構造形式：７径間連続鋼床版曲線箱桁（海上部），ＰＣ箱桁，ＰＣ中空床版（取付部） 

下部構造形式：中空壁式コンクリート橋脚 

支間割（ｍ）：８４＋１５０＋１３５＋１２０＋１５０＋１４０＋９９ 

橋体幅（ｍ）：１３．６ｍ（有効幅員：車道部７．０＋歩道部２．５×２） 

ループ部橋梁概要： 

橋長（ｍ）：Ｌ＝３１０．２５ｍ 

上部構造形式：７径間連続ＲＣ床版非合成曲線箱桁 

下部構造形式：円形コンクリート柱橋脚 

支間割（ｍ）：３４．２５＋４６．００×６径間 

橋体幅（ｍ）：１２．５ｍ（有効幅員：車道部９．０＋歩道部２．５） 

 

図１－１ 橋梁の全景 
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図１－２ 橋梁の概要図（本線部） 
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２．これまでの対応履歴 
対象橋梁では，８月２３日に異音が報告され，８月２７日には，P6橋脚付近から発生していることが確

認された．その後，８月３１日にP5橋脚(左),A2橋台(右)支承部の損傷を確認した． 

支点周りで近接目視確認を行った結果，桁内部には異常は確認されなかったが橋脚および橋台の支承の

うち，P5橋脚(左)，P6橋脚(右)と A2橋台(右)の可動支承でカバープレートが脱落し，ローラーと支圧板に

損傷が確認された（図１－２●，表２－２）． 

当初発見された支承以外の支承について，１０月１～９日にカバープレートを取り外して調査を実施し

た結果，A1 橋台(右)，P1 橋脚(左右)，P2 橋脚(左)，A2 橋台(左)の５箇所でも損傷が確認された（図１－

２ ，表２－２）． 

表２－１ これまでの対応履歴 

月日 内容 備考 

８月２３日 天草市からの連絡 異音発生連絡 

  ２４～２７日 調査（１回目） 異音発生原因と位置を調査⇒２７日AMに P6橋脚(右)で損傷を確認

  ２７日 通行止め開始 18時から全面通行止め 

２８日 応急工事 

一部通行止め解除 

P6橋脚(右)での応急工事開始⇒３１日工事完了 

自転車・歩行者の通行再開 

３１日 調査（２回目） 外観調査⇒P5橋脚(左)と A2橋台(右)で損傷確認 

１０月 １～９日 調査（３回目） 全支承の内部調査⇒A1(右)，P1(左右)，P2(左)，A2(左)で損傷確認

表２－２ 支承の損傷状況 

位置 損傷写真 備考 

P5  (左側) 

支圧板の破断 

P6 
 (右側) 

ローラー破断，

支圧板の破断 

A2  (右側) 

支圧板の破断 

右 

右 

左 
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位置 損傷写真 備考 

A1 
 (右側) 

終点側ピニオン

ギアに破損あり 

P1  
(左右) 

終点側ピニオン

ギアに脱落あり 

P2  
(左側) 

支圧板のき裂 

A2  
(左側) 

ローラーのかけ 

 
３．要因特定のための今後の詳細調査方針 

〇実施予定の調査 

・損傷部品の詳細調査． 

・橋梁全体の挙動調査． 
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